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自治体職場における
キャリア自律と
人材定着
－時間的展望から考える、
　これまでの経験をこれからのキャリアにつなぐ－
四日市大学総合政策学部　特任准教授 小 西  琴 絵

　

自
治
体
職
場
で
は
い
ま
、
若
手
・
中
堅

職
員
の
普
通
退
職
が
増
加
し
て
お
り
、
人

材
の
確
保
と
定
着
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
田
井
（
２
０
２
５
）
が
総
務

省
の
「
地
方
公
務
員
の
退
職
状
況
等
調

査
」
を
も
と
に
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
一
般

行
政
職
の
普
通
退
職
者
は
、
２
０
１
３

年
度
の
５
，７
２
７
人
か
ら
２
０
２
２
年

度
の
１
２
，５
０
１
人
へ
と
、
10
年
間
で

２
・
２
倍
に
な
っ
た
。
30
歳
未
満
で
は
１
，

５
６
４
人
か
ら
４
，２
４
４
人
へ
２
・
７

倍
、
30
歳
代
で
は
１
，３
２
７
人
か
ら
４
，

１
７
３
人
へ
３
・
１
倍
に
増
え
て
い
る
。

職
員
が
定
年
ま
で
勤
め
る
こ
と
を
暗
黙
の

前
提
と
し
て
き
た
自
治
体
の
組
織
運
営
は
、

転
換
点
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

人
材
の
流
出
は
、
単
に
職
員
数
が
一
人

減
る
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
住
民
と
の

間
に
築
か
れ
た
関
係
、
制
度
運
用
を
通
じ

て
培
わ
れ
た
経
験
知
、
庁
内
外
の
調
整
経

路
、
過
去
の
政
策
判
断
の
背
景
な
ど
、
文

書
だ
け
で
は
十
分
に
引
き
継
げ
な
い
組
織

の
蓄
積
も
失
わ
れ
る
。
残
っ
た
職
員
の
負

担
が
増
え
、
育
成
に
使
え
る
時
間
が
減

り
、
そ
れ
が
さ
ら
な
る
離
職
に
つ
な
が
る

と
い
う
循
環
も
起
こ
り
得
る
。
人
材
定
着

は
、
安
定
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
た
め
の
組
織
課
題
で
あ
る
。

　

若
手
・
中
堅
職
員
の
離
職
は
、
組
織
に

と
っ
て
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
。
そ
の

背
景
を
考
え
る
際
に
は
、
本
人
の
価
値
観

だ
け
で
な
く
、
日
々
の
職
場
経
験
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
。
田
井
（
２
０
２
５
）
が
福
井
県
・
長

崎
県
内
の
自
治
体
で
働
く
30
代
以
下
の
職

員
８
７
８
人
を
分
析
し
た
結
果
で
は
、
個

人
属
性
や
職
務
特
性
を
考
慮
し
て
も
、
直

属
上
司
と
の
関
係
が
良
好
で
あ
る
ほ
ど
、

ま
た
職
場
の
心
理
的
安
全
性
注
１
が
高
い

ほ
ど
、
離
職
意
思
が
低
い
と
い
う
関
連
が

示
さ
れ
て
い
る
。
働
き
続
け
る
か
ど
う
か

は
、
個
人
の
志
向
だ
け
で
な
く
、
日
々
の

職
場
経
験
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
の

で
あ
る
。

　

三
重
県
内
に
も
「
見
通
し
」
に
関
す
る

切
実
な
声
が
あ
る
。
三
重
県（
２
０
２
４
）

が
「
三
重
県
人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
」

の
検
討
時
に
行
っ
た
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
勤
務
を
続
け
る
う
え
で
最
も
不
安
を

感
じ
る
こ
と
と
し
て
「
退
職
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
け
な
い
」
が
挙
げ
ら

れ
、
そ
の
理
由
に
は
、
描
き
方
自
体
が

分
か
ら
な
い
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
と

い
う
。
こ
の
課
題
を
受
け
、
三
重
県
は

２
０
２
６
年
度
に
県
職
員
の
キ
ャ
リ
ア

に
関
す
る
不
安
を
把
握
し
、
効
果
的
な

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
策
を
検
討
す
る
た

め
の
調
査
に
着
手
し
て
い
る
（
三
重
県
、

２
０
２
６
）。
ま
た
、
三
重
県
地
方
自
治

研
究
セ
ン
タ
ー
（
２
０
２
５
）
が
県
内
自

治
体
職
員
３
，０
４
９
人
か
ら
回
答
を
得

た
「
や
り
が
い
」
に
関
す
る
調
査
で
は
、

自
由
記
述
に
「
異
動
に
よ
っ
て
知
識
や
経

験
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
」「
や
り
が
い
を

感
じ
る
の
も
失
う
の
も
上
司
次
第
」
と

い
っ
た
趣
旨
の
声
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
見
え
る
の
は
、
人
材
定
着
が

処
遇
や
労
働
時
間
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

「
自
分
の
経
験
が
こ
の
先
に
ど
う
生
き
る

の
か
」「
こ
こ
で
働
き
続
け
る
自
分
を
想

像
で
き
る
か
」
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
の
問
題

で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
自
治
体
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
自
律
と
人

材
定
着
を
対
立
さ
せ
ず
、
筆
者
が
研
究
の

中
心
に
据
え
て
き
た
「
時
間
的
展
望
」
か

ら
両
者
を
つ
な
ぐ
方
策
を
考
え
た
い
。

　

キ
ャ
リ
ア
自
律
と
は
、
変
化
す
る
環
境

の
中
で
、
自
ら
の
価
値
観
や
自
己
理
解
を

基
盤
と
し
て
主
体
的
に
行
動
し
、
継
続
的

に
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
取
り
組
む
こ
と
を
指

す
。
堀
内
・
岡
田
（
２
０
０
９
）
は
、キ
ャ

リ
ア
自
律
を
、
自
己
認
識
や
価
値
観
、
主

体
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
よ
う
と
す
る

意
識
を
基
盤
に
、
環
境
変
化
に
適
応
し
な

が
ら
行
動
し
、
継
続
的
に
キ
ャ
リ
ア
開
発

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
整
理
し
て
い

る
。
本
稿
で
は
こ
の
定
義
を
踏
ま
え
、
自

治
体
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
、
自
分
の

経
験
か
ら
得
た
力
や
大
切
に
し
た
い
価
値

を
捉
え
、
過
去
の
経
験
と
こ
れ
か
ら
の
可

能
性
と
の
関
係
か
ら
現
在
の
仕
事
を
位
置

づ
け
、
周
囲
と
対
話
し
な
が
ら
次
の
行
動

を
選
ぶ
こ
と
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
自
分

の
希
望
ど
お
り
に
異
動
先
や
役
職
を
決
め

る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
「
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
促
す
と
、

転
職
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
辞
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
懸
念
が
聞
か

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
確
か
に
、
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
た
結
果
と
し
て
転
職
を
選
ぶ
人
は

い
る
。
し
か
し
、
職
員
を
組
織
に
つ
な
ぎ

留
め
る
こ
と
と
、
本
人
が
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
を
考
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
同
じ

で
は
な
い
。
将
来
が
見
え
な
い
ま
ま
働
き

続
け
て
も
、
活
力
あ
る
定
着
に
は
な
り
に

く
い
。

　

自
治
体
で
は
、
人
員
配
置
の
公
平
性
、

定
数
、
限
ら
れ
た
ポ
ス
ト
、
欠
員
対
応
、

１
．
１
．��人
材
定
着
は「
人
数
」だ
け
で
な
く

人
材
定
着
は「
人
数
」だ
け
で
な
く

「
見
通
し
」の
問
題
で
あ
る

「
見
通
し
」の
問
題
で
あ
る

２
．
２
．��キ
ャ
リ
ア
自
律
と
人
材
定
着
は

キ
ャ
リ
ア
自
律
と
人
材
定
着
は

　　

  

矛
盾
す
る
の
か

矛
盾
す
る
の
か

　
近
年
、
公
務
員
人
気
の
低
迷
か
ら
自
治
体
職
場
に
お
い
て
深
刻
な
人
材
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
手
層
の
み
な
ら
ず
40
～
50
代
の
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
層
に
お

い
て
も
早
期
退
職
が
止
ま
ら
な
い
現
状
で
あ
り
、
急
な
人
事
異
動
や
管
理
職
へ
の
登

用
で
、自
分
ら
し
い
働
き
方
が
で
き
ず
、離
職
に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

自
治
体
が
安
定
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
る
よ
う
、
人
材
育
成
や
職
場
環
境
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
号
で
は
、
四
日
市
大
学
総
合
政
策
学
部
特
任
准
教
授
　
小
西
琴
絵
氏
よ
り
、
自

治
体
職
場
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
自
律
に
つ
い
て
、
時
間
的
展
望
と
の
観
点
か
ら
ご
寄

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（一財）
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幅
広
い
行
政
経
験
の
付
与
な
ど
、
本
人
の

希
望
以
外
の
要
素
が
異
動
を
左
右
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
異
動
先
や
職
務
を
自
分
で

選
べ
る
こ
と
を
キ
ャ
リ
ア
自
律
の
中
心
に

置
く
と
、
職
員
に
実
現
困
難
な
自
己
責
任

を
負
わ
せ
か
ね
な
い
。
キ
ャ
リ
ア
自
律
に

お
い
て
重
要
な
の
は
、
選
択
の
自
由
度
だ

け
で
は
な
い
。
選
べ
る
範
囲
と
選
べ
な
い

範
囲
を
理
解
し
た
う
え
で
、
与
え
ら
れ
た

経
験
を
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
に
位
置
づ

け
、
周
囲
と
の
対
話
を
通
じ
て
次
の
可
能

性
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

入
江
（
２
０
２
４
）
は
、
自
治
体
の
人

材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
職
員
の
自

主
性
・
自
律
性
と
、
能
力
形
成
や
組
織
目

標
へ
の
道
筋
の
可
視
化
を
重
要
な
論
点
と

し
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
、
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
、
メ
ン
タ
ー
、
相
談
体
制
、
庁
内
公

募
な
ど
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
、
職
員
が

自
ら
の
能
力
・
適
性
と
組
織
内
の
仕
事
に

つ
い
て
情
報
を
持
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
。
ま
た
、
実
現
す
る
異
動
や
役

職
だ
け
で
な
く
、
そ
の
過
程
で
本
人
が
選

択
と
納
得
を
得
ら
れ
る
か
も
重
要
だ
と
指

摘
す
る
。

　

こ
の
考
え
方
に
立
て
ば
、
キ
ャ
リ
ア
自

律
は
組
織
か
ら
の
離
脱
を
促
す
施
策
で
は

な
く
、
職
員
と
組
織
の
関
係
を
結
び
直
す

機
会
に
な
る
。
人
材
定
着
も
、
退
職
者
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
退
職
と
い

う
選
択
を
封
じ
る
の
で
は
な
く
、
職
員
が

情
報
と
支
援
を
得
て
、「
こ
こ
で
働
き
続
け

る
こ
と
が
自
分
の
未
来
に
つ
な
が
る
」
と

判
断
で
き
る
状
態
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
自
律
と
人
材
定
着
を
つ
な
ぐ
鍵

は
、
本
人
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
経
験
を

未
来
へ
つ
な
げ
ら
れ
る
職
場
環
境
に
あ
る
。

　

自
治
体
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
昇
進
と

い
う
「
タ
テ
」
の
異
動
だ
け
で
な
く
、
部

門
を
越
え
た
「
ヨ
コ
」
の
異
動
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
る
。
中
嶋
・
新
川
（
２
０
０
７
）

は
、
自
治
体
に
お
け
る
人
事
異
動
の
主
な

た
、
職
員
自
身
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
に
生
か
せ
る
の
か

を
見
通
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
、
管
理
職
登
用
へ
の
不
安
と

も
関
わ
る
。
浅
野
（
２
０
１
６
）
は
、
30

代
前
半
か
ら
40
代
半
ば
の
中
期
キ
ャ
リ
ア

を
、
専
門
領
域
の
選
択
・
開
発
、
組
織
か

ら
の
期
待
へ
の
対
処
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア

の
設
計
な
ど
が
課
題
と
な
る
時
期
と
整
理

し
て
い
る
。
後
期
キ
ャ
リ
ア
で
は
、
深
め

た
専
門
性
の
発
揮
や
管
理
業
務
の
増
大
へ

の
対
処
、
後
進
の
メ
ン
タ
ー
と
な
る
こ
と

な
ど
が
課
題
と
な
る
。
実
際
の
職
員
生
活

で
は
、
こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
上
の
課
題

に
、
育
児
、
介
護
、
健
康
な
ど
の
生
活
上

の
課
題
が
重
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

三
重
県
の
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
管

理
職
に
な
る
こ
と
を
前
向
き
に
考
え
て

い
る
主
査
級
・
課
長
補
佐
級
職
員
は
34
・

５
％
で
あ
り
、
否
定
的
な
理
由
と
し
て
、

業
務
量
の
多
さ
や
責
任
に
見
合
わ
な
い
処

遇
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
三
重
県
、

２
０
２
４
）。
ま
た
、
自
治
体
職
員
に
限

定
し
た
調
査
で
は
な
い
が
、
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
（
２
０
２
５
）
の
正
社
員

調
査
で
は
、
女
性
は
男
性
よ
り
も
、
仕
事

と
家
事
・
育
児
と
の
両
立
の
難
し
さ
、
部

下
を
管
理
・
指
導
す
る
自
信
の
な
さ
、
同

性
管
理
職
の
不
在
な
ど
を
、
管
理
職
を
望

ま
な
い
理
由
と
し
て
挙
げ
る
割
合
が
高

か
っ
た
。

　

女
性
管
理
職
比
率
の
数
値
目
標
は
、
取

組
の
進
捗
を
可
視
化
す
る
う
え
で
重
要
で

あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
達
成
に
は
、
登
用

の
時
点
で
本
人
の
意
思
を
確
認
す
る
だ
け

で
な
く
、
若
手
・
中
堅
期
か
ら
管
理
職
の

役
割
を
具
体
的
に
知
り
、
そ
の
一
部
を
段

階
的
に
経
験
で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
小
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
行
、
後
輩
へ
の
助
言
、
会
議
の
運

営
、
他
部
署
と
の
調
整
な
ど
は
、
そ
の
た

め
の
経
験
と
な
る
。
同
時
に
、
専
門
性
を

深
め
る
、
現
場
を
支
え
る
、
後
進
を
育
て

る
、
庁
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
な

ど
、
管
理
職
以
外
の
貢
献
経
路
も
見
え
る

目
的
と
し
て
、
組
織
の
活
性
化
、
組
織
運

営
の
効
率
化
、
人
材
育
成
を
挙
げ
、
一
つ

の
部
署
へ
の
平
均
配
属
期
間
が
４
年
強
と

短
く
、
部
を
越
え
た
異
動
が
広
く
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
石
井

（
２
０
１
０
）
も
、
多
く
の
自
治
体
で
は

３
～
５
年
程
度
の
周
期
で
、
職
能
を
越
え

た
異
動
が
行
わ
れ
て
き
た
と
指
摘
す
る
。

こ
の
よ
う
な
広
範
な
異
動
は
、
自
治
体
職

員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
特
徴
づ
け
る
仕
組

み
の
一
つ
で
あ
る
。

　

広
範
な
異
動
に
は
、
幅
広
い
行
政
分
野

へ
の
理
解
や
、
新
し
い
業
務
へ
の
適
応
力

を
育
て
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
複
数
部

門
で
の
経
験
は
、
管
理
職
に
求
め
ら
れ
る

総
合
的
な
判
断
力
を
養
う
機
会
に
も
な
り

得
る
（
中
嶋
・
新
川
、
２
０
０
７；

石
井
、

２
０
１
０
）。
一
方
、
異
動
の
幅
が
広
く
、

そ
の
周
期
が
短
い
場
合
に
は
、
一
つ
の
分

野
へ
の
習
熟
や
専
門
性
の
蓄
積
が
難
し
く

な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
石
井
、

２
０
１
０
）。
三
重
県
内
の
自
治
体
職
員

を
対
象
と
し
た
調
査
で
も
、
自
由
記
述
に

「
異
動
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
知
識
や

経
験
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
趣

旨
の
声
が
見
ら
れ
た
（
三
重
県
地
方
自
治

研
究
セ
ン
タ
ー
、
２
０
２
５
）。
異
動
に

よ
っ
て
経
験
の
量
が
増
え
て
も
、
そ
れ
ま

で
の
経
験
と
新
し
い
仕
事
と
の
つ
な
が
り

を
見
い
だ
せ
な
け
れ
ば
、
本
人
に
は
「
一

か
ら
や
り
直
し
て
い
る
」
と
い
う
感
覚
が

残
り
か
ね
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
広
範
な
異
動
と
専
門
性

の
形
成
を
、
単
純
な
二
者
択
一
と
し
て
捉

え
る
べ
き
で
は
な
い
。
石
井（
２
０
１
０
）

は
、
若
年
期
に
複
数
の
部
署
を
経
験
す
る

こ
と
に
は
自
治
体
業
務
の
基
礎
を
学
ぶ
利

点
が
あ
る
一
方
、
一
定
の
経
験
を
積
ん
だ

後
に
は
、
本
人
の
希
望
や
適
性
を
踏
ま

え
、
専
門
性
を
伸
ば
す
配
置
が
必
要
で
あ

る
と
論
じ
て
い
る
。
全
員
を
同
じ
周
期
で

異
動
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
経
験
の
幅
を

広
げ
る
時
期
、
専
門
性
を
深
め
る
時
期
、

管
理
や
後
進
育
成
へ
と
役
割
を
移
す
時
期

を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
昇
進
だ
け
を

唯
一
の
未
来
と
し
て
示
せ
ば
、
管
理
職
を

望
ま
な
い
職
員
は
、
組
織
の
な
か
で
自
分

の
将
来
を
描
き
に
く
く
な
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
自
律
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
振
り
返
り
、
望
む
将
来
と
の
関
係
か

ら
現
在
の
仕
事
を
捉
え
、
次
の
行
動
を
選

ぶ
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
過
去
の
経

験
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ
れ
を
未
来
に

ど
う
つ
な
げ
る
か
と
い
う
時
間
の
視
点
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
関
係
を
考
え
る
手

が
か
り
と
な
る
の
が
「
時
間
的
展
望
」
で

あ
る
。

　

時
間
的
展
望
と
は
、
個
人
が
過
去
・
現

在
・
未
来
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ
の
認

識
が
現
在
の
意
思
決
定
や
行
動
に
ど
う
関

わ
る
か
を
捉
え
る
概
念
で
あ
る
（
都
筑
・

白
井
、２
０
０
７
）。Lew

in

（
１
９
５
１
）

は
、
時
間
的
展
望
を
、
あ
る
時
点
に
お
い

て
個
人
が
抱
い
て
い
る
心
理
的
な
過
去
と

未
来
に
関
す
る
見
方
の
総
体
と
し
て
定
義

し
た
。
つ
ま
り
、
時
計
や
暦
に
よ
る
物
理

的
な
時
間
で
は
な
く
、
過
去
の
経
験
や
現

在
の
状
況
、
将
来
の
見
通
し
に
ど
の
よ
う

な
意
味
や
感
情
を
与
え
て
い
る
か
と
い

う
、
主
観
的
な
時
間
の
捉
え
方
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、Zim

bardo

とBoyd

（
１
９
９
９
）

は
、
時
間
的
展
望
を
五
つ
の
側
面
か
ら
捉

え
た
。
過
去
を
温
か
く
肯
定
的
に
捉
え
る

「
過
去
肯
定
」、
後
悔
や
嫌
な
記
憶
を
伴
っ

て
捉
え
る
「
過
去
否
定
」、
現
在
の
楽
し

さ
や
刺
激
を
重
視
す
る
「
現
在
快
楽
」、

自
分
の
力
で
は
状
況
を
変
え
に
く
い
と
捉

え
る
「
現
在
運
命
」、
将
来
の
目
標
や
結

果
を
考
え
て
現
在
の
行
動
を
調
整
す
る

「
未
来
」
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
下
島
・

佐
藤
・
越
智
（
２
０
１
２
）
が
日
本
版
尺

度
の
因
子
構
造
を
検
討
し
て
い
る
。
時
間

的
展
望
は
、
単
に
「
将
来
を
考
え
て
い
る

か
」
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
過
去
・
現

在
・
未
来
の
そ
れ
ぞ
れ
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
評
価
し
て
い
る
か
と
い
う
個
人
差
を

３
．
３
．��自
治
体
の
異
動
は
経
験
を
広
げ
る
が
、

自
治
体
の
異
動
は
経
験
を
広
げ
る
が
、

つ
な
が
り
を
保
証
し
な
い

つ
な
が
り
を
保
証
し
な
い

４
．
４
．��時
間
的
展
望
と
キ
ャ
リ
ア
形
成

時
間
的
展
望
と
キ
ャ
リ
ア
形
成

　　

  

―
過
去・現
在・未
来
を
つ
な
ぐ

―
過
去・現
在・未
来
を
つ
な
ぐ
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勤務している自治体名等（必須） 性別

職階（必須）

あなたは職場で、率直に自分の意見を述べたり、
わからないことを質問することができますか？

あなたは職場で、自分のスキルと経験が活かされて
いると感じますか？

あなたは職場に、アンコンシャス・バイアスによる
性別役割分担意識はあると感じますか？

あなたの自治体は人事異動や昇進に関して、
男女平等だと思いますか？

職種（必須）

年代（必須）

『誰もが自分らしく働ける職場』に関する研究

アンケート結果抜粋

　本号では、『誰もが自分らしく働ける職場』に関する研究の一環として実施した【職場実態アンケート】につい
て報告します。
　自治体職員の働く現状と課題を把握することを目的としたもので、各自治体職員の皆さん3,608人から回答を
いただきました。今後、詳細な集計・分析を進めた上で研究報告書として取りまとめる予定ですので、そちらもご
覧いただければと思います。
　以下に、アンケート結果を抜粋して報告します。

１．勤務している自治体名等について

２．あなたの職場環境について

できる
46％

1,644 人

感じる
17％

602 人 

ある程度できる
47％

1,713 人 
ある程度感じる

58%
2,107 人

あまりできない
4%　154 人 あまり感じない

15%
534 人

感じない
7%　237 人

どちらとも言えない
3%　128 人

感じる
9%　308 人

そう思う
17%

599 人

ある程度感じる
26%

947 人

ある程度そう思う
45%

1,624 人

あまり思わない
18%

656 人

思わない
8%　284 人

わからない
12%　445 人

あまり感じない
43%

1,551 人

感じない
16%

592 人

わからない
6%　210 人

できない
2％　67 人 

どちらとも言えない
1％　30 人 

市町別 回答数
市 3,125 人 
町 483 人 

合　計 3,608 人 

性　別 回答数
男　性 1,942 人 
女　性 1,552 人 
その他 6 人 

答えたくない 82 人 
無回答 26 人
合　計 3,608 人 

職　種 回答数
係員級 2,182 人 
係長級 680 人 

課長補佐級 369 人 
課長級以上 377 人 

合　計 3,608 人 

職　種 回答数 職　種 回答数
事務職 1,766 人 保育教諭 154 人 
技術職 323 人 技能・労務職 294 人 
保健師 102 人 消防士 289 人 

看護師 ( 医療機関以外勤務 ) 30 人 医療職 105 人 
保育士 407 人 その他 72 人 

幼稚園教諭 66 人 合　計 3,608 人 

年　代 回答数
10・20 代 637 人 

30 代 888 人 
40 代 950 人 
50 代 944 人 
60 代 189 人 
合　計 3,608 人 
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　その他、アンケート内の自由記述欄にも数多くの、貴重なご意見をお寄せいただきました。それらのご意見は、
今後の研究に反映させていきたいと思います。
　『誰もが自分らしく働ける職場』にするためには何が必要かを検証し、人材確保ならびに、持続可能な組織運営
につながる方策を見出していければと思います。
　最後になりましたが、本アンケート調査にご協力いただきました各自治体職員の皆さまに、心から感謝申し上
げます。

あなたは定年まで働き続けたいと思いますか？あなたの自治体のキャリア形成に関する支援(研修)
についてお伺いします。

３．あなたの職場のキャリア形成に関する支援について

あなたは自治体が策定している「特定事業主行動計
画」を知っていますか？

あなたが考える『誰もが自分らしく働ける職場』に
するためには、何が必要だと思いますか？

４．その他

B．現在、管理職の方または管理職の経験がある方
　 あなたは管理職になって良かったと思いますか？

管理職への登用について
A．現在、管理職以外の方
　 あなたは管理職になりたいと思いますか？

C．あなたの職場で、キャリア形成に関する上司の支援はありますか？

わからない
37%

1,332 人

ない
23%

814 人

はい
12%　350 人

いいえ
22%

798 人

すでに定年を迎えている
3%　115 人

はい
37%

1,329 人わからない
38%

1,366 人

いいえ
31%

209 人

いいえ
57%

1,672 人

聞いたことはあるが
内容は知らない

36%
1,308 人

知らない
51%

1,827 人

わからない
31%

899 人

はい
35%

242 人

わからない
34%

234 人

ある
40%

1,462 人

内容まで知っている
13%

473 人

その他
4%　158 人

人間関係、
職場の雰囲気

60%　2,170 人

仕事の成果が
正当に評価される
10%　346 人

キャリアに形成に
関する支援制度

1%　56 人

賃金
10%　358 人

休暇の取得しやすさ
5%　171 人

適正な労働時間
10%　349 人

※無回答あり
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捉
え
る
枠
組
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
五
つ
の
側
面
は
、
人
を
い
ず
れ

か
一
つ
に
分
類
す
る
類
型
で
は
な
く
、
一

人
の
な
か
に
程
度
の
差
を
伴
っ
て
併
存
す

る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
律
に
望
ま
し

い
、
あ
る
い
は
望
ま
し
く
な
い
と
評
価
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
将
来
の
目
標
や
結

果
を
意
識
す
る
こ
と
は
計
画
的
な
行
動
に

つ
な
が
り
得
る
が
、
将
来
像
を
固
定
的
に

捉
え
れ
ば
、
予
想
外
の
配
属
を
「
本
来
の

キ
ャ
リ
ア
か
ら
外
れ
た
経
験
」
と
受
け
止

め
る
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、
過
去
へ
の
不

満
や
後
悔
が
、
現
状
を
変
え
る
た
め
の
行

動
を
促
す
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

時
間
的
展
望
が
ど
の
よ
う
に
働
く
か
は
、

本
人
が
置
か
れ
た
状
況
や
、
選
択
す
る
行

動
と
の
関
係
か
ら
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
時
間
的
展
望
の
観
点

か
ら
見
れ
ば
、
キ
ャ
リ
ア
自
律
は
、
将
来

の
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な

い
。
過
去
の
経
験
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を

未
来
の
可
能
性
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
現

在
の
行
動
を
選
ぶ
過
程
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
自
律
の
過
程
を
考

え
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、「
経
験
か
ら

何
か
を
学
ぶ
こ
と
」
と
「
学
ん
だ
こ
と
を

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
生
か
す
こ
と
」
を
区

別
し
て
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

仕
事
上
の
失
敗
を
振
り
返
り
、「
自
分
の

強
み
と
弱
み
が
分
か
っ
た
」
と
理
解
す
る

こ
と
は
、経
験
の
「
意
味
づ
け
」
で
あ
る
。

一
方
、
そ
こ
で
得
た
自
己
理
解
を
今
後
の

仕
事
の
選
択
や
能
力
開
発
と
結
び
つ
け
て

捉
え
る
こ
と
を
、
本
稿
で
は
「
未
来
へ
の

接
続
」
と
呼
ぶ
。
未
来
へ
の
接
続
と
は
、

単
に
将
来
を
楽
観
的
に
考
え
る
こ
と
で
は

な
く
、
過
去
の
経
験
か
ら
得
た
も
の
を
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
位
置
づ

け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

自
治
体
の
仕
事
を
例
に
す
れ
ば
、
住
民

対
応
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
き
、「
自

分
は
説
明
が
下
手
だ
」
と
結
論
づ
け
る
だ

け
で
は
、
そ
の
経
験
か
ら
何
を
学
び
、
今

後
に
ど
う
生
か
す
か
は
見
え
に
く
い
。
し

経
験
を
振
り
返
り
、
次
に
は
何
を
選
び
た

い
の
か
を
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

キ
ャ
リ
ア
自
律
を
支
援
す
る
際
に
は
、

将
来
目
標
の
明
確
さ
や
行
動
の
積
極
性
に

目
が
向
き
や
す
い
。
し
か
し
、
時
間
的
展

望
と
実
際
の
キ
ャ
リ
ア
行
動
と
の
関
係

は
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
小
西

（
２
０
２
５
）
で
は
、
国
内
の
大
学
３
年

生
を
対
象
に
、
時
間
的
展
望
の
五
つ
の
側

面
と
就
職
活
動
初
期
の
行
動
と
の
関
係
を

分
析
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
過
去
を
否
定
的
に
捉
え

る
傾
向
は
、
説
明
会
へ
の
参
加
や
応
募
書

類
の
提
出
な
ど
、
複
数
の
行
動
と
正
の
関

連
を
示
し
た
。
一
方
、
未
来
志
向
は
、
一

部
の
行
動
と
負
の
関
連
を
示
し
た
。
こ
の

結
果
は
、
過
去
を
否
定
的
に
捉
え
る
こ
と

が
望
ま
し
く
、
未
来
志
向
が
望
ま
し
く
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
過

去
へ
の
不
満
や
後
悔
が
現
状
を
変
え
る
た

め
の
動
機
と
な
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
将
来

像
が
明
確
で
あ
る
た
め
に
、
必
要
な
情
報

や
応
募
先
を
絞
っ
て
行
動
し
て
い
る
場
合

も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
研
究
は
横
断
調
査
で
あ
り
、
大
学

生
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
結
果

を
自
治
体
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
直
接

当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
同
じ
時
間
的
展
望
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
が
行
動
を
一
律
に
促
し
た
り
、
抑
え
た

り
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
、
将
来
目
標
の
明

確
さ
や
行
動
の
多
さ
だ
け
で
判
断
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
行
動
が
本
人
の
過
去
の

経
験
や
望
む
未
来
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
つ
の
か
を
捉
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

こ
の
視
点
を
自
治
体
職
場
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
に
生
か
す
た
め
に
、
必
ず
し
も
大
が

か
り
な
制
度
か
ら
始
め
る
必
要
は
な
い
。

ま
ず
職
員
本
人
に
は
、
自
分
の
経
験
を
定

か
し
、
ど
こ
で
行
き
違
っ
た
の
か
を
振
り

返
り
、「
相
手
の
前
提
を
確
か
め
て
か
ら

制
度
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
学

び
、
そ
れ
を
次
の
相
談
業
務
や
後
輩
指
導

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
経
験
の
意

味
づ
け
と
未
来
へ
の
接
続
が
生
ま
れ
る
。

ま
た
、
希
望
し
て
い
な
か
っ
た
異
動
で
部

門
間
の
調
整
力
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
将

来
関
わ
り
た
い
地
域
課
題
や
役
割
と
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
異
動
経

験
も
本
人
の
キ
ャ
リ
ア
の
な
か
に
位
置
づ

け
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
経
験
か
ら

得
た
も
の
が
意
味
づ
け
ら
れ
、
未
来
へ
接

続
さ
れ
、
そ
の
後

の
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
生
か
さ
れ
る
一

連
の
過
程
を
「
経

験
の
キ
ャ
リ
ア
資

源
化
」と
捉
え
る
。

（
図
１
）
組
織
が

仕
事
、
異
動
、
研

修
、
挑
戦
と
い
っ

た
経
験
機
会
を
提

供
し
て
も
、
そ
れ

が
す
べ
て
同
じ
よ

う
に
成
長
に
つ
な

が
る
わ
け
で
は
な

い
。
経
験
を
「
与

え
る
」
こ
と
に
加

え
て
、
本
人
が
そ

こ
か
ら
得
た
も
の

を
将
来
に
「
生
か

す
」
と
こ
ろ
ま
で

支
援
す
る
必
要
が

あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
、
つ
ら
い

経
験
を
無
理
に
美

化
し
た
り
、
不
合

理
な
配
置
を
本
人

の
受
け
止
め
方
の

問
題
に
置
き
換
え

た
り
す
る
こ
と
で

は
な
い
。
否
定
的

な
感
情
も
含
め
て

期
的
に
振
り
返
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。
所

属
部
署
や
役
職
だ
け
で
な
く
、
困
難
だ
っ

た
仕
事
、
住
民
か
ら
受
け
取
っ
た
言
葉
、

失
敗
、
助
け
ら
れ
た
人
、
身
に
つ
い
た
力

な
ど
を
書
き
出
す
。
そ
の
う
え
で
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
か
ら
持
ち
運
べ
る
力
は
何

か
、
今
後
ど
の
よ
う
な
地
域
課
題
に
関
わ

り
た
い
か
、
次
に
試
し
た
い
こ
と
は
何
か

を
考
え
る
。
遠
い
将
来
の
役
職
を
一
つ
に

決
め
る
必
要
は
な
い
。
未
来
を
修
正
可
能

な
見
通
し
と
し
て
持
ち
、
現
在
で
き
る
行

動
を
選
ぶ
方
が
、
予
期
し
な
い
異
動
や
役

割
の
変
化
に
も
対
応
し
や
す
い
。

　

上
司
に
は
、
人
事
評
価
と
は
区
別
し
た

キ
ャ
リ
ア
対
話
が
求
め
ら
れ
る
。「
将
来

ど
う
な
り
た
い
か
」
と
尋
ね
る
だ
け
で

は
、答
え
ら
れ
な
い
職
員
も
い
る
。
ま
ず
、

「
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
」「
以
前
の
部
署
で
の
経
験
が
今

の
仕
事
に
役
立
っ
た
場
面
」「
今
後
増
や

し
た
い
経
験
」
な
ど
を
尋
ね
る
。
そ
こ
か

ら
見
え
て
く
る
強
み
や
価
値
を
と
も
に
言

葉
に
し
、
現
在
の
職
場
で
試
せ
る
仕
事
や

役
割
を
考
え
る
。
上
司
の
役
割
は
正
解
を

与
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
職
員
が
経
験
の

つ
な
が
り
を
見
い
だ
し
、
小
さ
な
行
動
を

試
せ
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
対
話
に
は
、
心
理
的
安
全
性

が
欠
か
せ
な
い
。
希
望
す
る
部
署
、
昇
任

へ
の
迷
い
、
家
庭
と
の
両
立
、
失
敗
経
験

な
ど
を
話
し
た
こ
と
で
不
利
益
を
受
け
る

と
感
じ
る
な
ら
、
本
音
を
語
る
こ
と
は
難

し
い
。
田
井
（
２
０
２
５
）
の
分
析
で
も
、

直
属
上
司
と
の
良
好
な
関
係
や
職
場
の
心

理
的
安
全
性
が
、
若
手
職
員
の
離
職
意
思

の
低
さ
と
関
連
し
て
い
た
。
上
司
個
人
の

経
験
や
善
意
だ
け
に
頼
ら
ず
、
管
理
職
が

傾
聴
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
経
験
機
会
の

与
え
方
を
学
べ
る
仕
組
み
を
設
け
る
と
と

も
に
、
上
司
自
身
の
負
担
や
相
談
経
路
に

も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

人
事
部
門
に
は
、
異
動
、
研
修
、
評
価

を
別
々
に
運
用
す
る
の
で
は
な
く
、
経
験

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
一
連
の
過
程
と
し
て
設

計
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
異
動
前
に

筆者作成図1　時間的展望からみた経験のキャリア資源化と人材定着 
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小
こ

 西
に し

  琴
こ と

 絵
え

は
、
本
人
が
こ

れ
ま
で
に
得
た

力
と
、
次
の
部

署
で
期
待
さ
れ

る
役
割
を
確
認

す
る
。
異
動
後

に
は
、
以
前
の

部
署
で
の
経
験

が
ど
こ
で
生
き

た
か
、
新
た
に

ど
の
よ
う
な
力

を
得
た
か
を
振

り
返
る
。
職
員

の
経
歴
に
つ
い

て
も
、
部
署
名

だ
け
で
な
く
、

担
当
し
た
課

題
、
発
揮
し
た

能
力
、
関
わ
っ

た
地
域
や
外
部

機
関
な
ど
を
記

録
で
き
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
経

験
を
生
か
す
配

置
を
考
え
る
た

め
の
材
料
に
な

る
。（
表
１
）

　

さ
ら
に
、
庁

内
公
募
、
部
門

横
断
型
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
他
自
治
体
・
民
間
企
業
・
大

学
等
で
の
越
境
学
習
、
メ
ン
タ
ー
制
度
、

段
階
的
な
管
理
役
割
の
経
験
、
専
門
性
を

生
か
す
複
線
的
な
キ
ャ
リ
ア
経
路
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
選
択
肢
を
設
け
て
も
、
制
度
の
内

容
や
応
募
後
の
扱
い
が
不
透
明
で
あ
れ

ば
、
職
員
は
手
を
挙
げ
に
く
い
。
何
を
選

べ
る
の
か
、
希
望
が
か
な
わ
な
い
場
合
に

は
ど
の
よ
う
な
説
明
が
行
わ
れ
る
の
か
ま

で
含
め
て
、
制
度
を
可
視
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
若
手
職
員
だ
け
で
な
く
、

役
割
の
転
換
と
生
活
上
の
課
題
が
重
な
り

や
す
い
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
職
員
に
も
、
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
対
話
し
、
学
び
直
す
機
会

し
て
組
織
に
は
、
そ
の
過
程
を
職
員
だ
け

に
委
ね
ず
、
経
験
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め

の
情
報
、
対
話
、
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。職
員
一
人
ひ
と
り
の
過
去・

現
在
・
未
来
を
つ
な
ぐ
支
援
が
、
本
人
の

納
得
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
と
、
自
治
体
の
持

続
的
な
人
材
定
着
を
結
ぶ
の
で
あ
る
。

注
１　

�

質
問
や
意
見
、
失
敗
な
ど
を
、
不

安
な
く
周
囲
に
伝
え
ら
れ
る
状
態

を
指
す
（Edm

ondson, 1999

）。
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キ
ャ
リ
ア
支
援
だ
け
で
す
べ
て
の
離
職

を
防
げ
る
わ
け
で
は
な
い
。
過
重
労
働
、

処
遇
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
家
庭
事
情
、
健

康
上
の
問
題
な
ど
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応

じ
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ら
い
経
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に
前
向
き
な
意
味
を
見
い
だ
す
よ
う
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に
求
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た
り
、
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の
問
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を
本
人
の
受

け
止
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方
の
問
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は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
十
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に
考
え
た
う

え
で
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転
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組
織
外
で
の
キ
ャ
リ
ア
を

選
ぶ
こ
と
も
、
キ
ャ
リ
ア
自
律
の
一
つ
の

形
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
現
在
の
仕
事
が
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
今
後
の
自
分
と
ど
の
よ
う
に
つ

な
が
る
の
か
を
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
異
動

や
登
用
に
つ
い
て
情
報
を
得
て
対
話
で
き

る
こ
と
、
複
数
の
貢
献
の
仕
方
が
見
え
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
人
材
定
着
に
つ
い

て
も
、
在
籍
年
数
だ
け
で
な
く
、
成
長
を

実
感
で
き
て
い
る
か
、
経
験
を
今
後
に
生

か
せ
る
と
思
え
る
か
、
自
分
の
将
来
を
見

通
せ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
る
必
要

が
あ
る
。

　

自
治
体
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
は
、
個
人

の
時
間
と
地
域
の
時
間
が
重
な
っ
て
い

る
。
一
つ
の
部
署
で
得
た
住
民
へ
の
理
解

が
、
別
の
部
署
で
の
政
策
形
成
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
職
員
が
失
敗
か

ら
得
た
知
恵
が
後
輩
に
引
き
継
が
れ
、
将

来
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
こ
と
も
あ

る
。
異
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
経
験
の「
点
」

を
、
本
人
と
組
織
が
と
も
に
「
線
」
に
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
経
験
は
本
人

の
キ
ャ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
組
織

の
な
か
に
も
蓄
積
さ
れ
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
自
律
と
は
、
す
べ
て
を
自
分

で
決
め
る
こ
と
で
は
な
い
。
予
期
し
な
い
異

動
や
役
割
の
変
化
も
含
め
て
経
験
を
意
味

づ
け
、
望
む
未
来
と
の
関
係
か
ら
現
在
の

可
能
性
を
見
い
だ
し
、
周
囲
と
対
話
し
な

が
ら
次
の
行
動
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
そ
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